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村の共同規制，さらに近代以降においては国家の規制の
もとにおかれてきた。また，戒名の刻みかた，死体，遺
骨の処置などについても宗教的規制も働いているといっ
てよい。
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　Lはじめに
　墓が死者の魂，先祖霊の依代とみなされ，それが祭祀
の対象となっていくのは，貴族層などにおいては11世紀
頃より藤原家が宇治・木幡に浄妙寺を設け，そこでの墓
地祭祀が行われだしてからであるといわれている。一般
庶民においては竹田聴洲（竹田聴洲，1971）が明らかに
しているように近世以降と考えてよい。ただ単に自然石
を墓碑形式にしたものから，徐々に角塔婆形式の石柱に
戒名，出生・履歴などが刻まれるようになり，家毎，あ
るいは同族毎などに整然とした墓地空間を形成していく
ようになったと考えてよいであろう。それとともに墓
地，埋葬形態，墓石の配置，その祭祀形態も家，同族，
　このように重層的に共同規制のもとに墓地，墓碑が置
かれることは，全体社会，村社会，宗教的世界，家・同
族社会のなかで死者，先祖，さらにはその家の社会的位
置付けを可視化する機能を墓地，墓碑は担わされるよう
になったといえよう。ということは家の社会的境界を具
現化するものである。
　ところで墓といっても非常に多様であり，単一には律
し切れない。祭祀形態において埋墓と詣墓，宗派の本山
などへの分骨がある。墓碑においても大人のものと子墓
，戦死者の墓碑，個人単位から夫婦単位，さらには氏族
墓，家筋墓，もやい墓もある（村武清一，1988）。また，
沖縄社会に見られるように村で亀甲墓を造り，そこに共
同納骨，村祭祀を営むものもある。ただ，社会移動の増
大，産業化・都市化などによって生活共同規制の弛緩，
私化が強まり，それに伴い墓の在り方も大きな曲がり角
に今日差しかかっているのも事実である（孝本貢，1986）。
墓地の変容の方向としては，かつては個人単位，あるい
は夫婦単位で墓が造られていたが，社会移動の増大，墓
地不足の問題火葬の普及により集合的な埋葬が可能に
なったことなどの要因により，〈先祖代々之墓〉とか
く先祖累代之墓〉など家・家族を単位とした墓の形成が
一般的となっている。さらに，都市移住者において，郷
里から挙家離村し，郷里を喪失した場合などは郷里の先
祖の霊の依代として墓地の土などを移葬しているのも多
くみられる。しかし，私化の進展は多様な墓の出現を可
能にしている。
　以上のことは家と墓がセットになっていることを前提
にして論述したものである。ところが森謙二の報告（森
謙二，1985）において「総墓」の実態を示している。そ
の主たる分析は秋田県雄和町の伊藤一族の「総墓」であ
り，それは家・同族の統合の象徴，社会的境界を可視化
するものであるが，それ以外に一村一墓，個別の家墓が
無く，真宗の檀家寺での共同納骨堂で祭祀されている事
例などが挙げられている。すでに，森岡清美（森岡，
1965），児玉識（児玉，1976），などによって真宗地帯に
おいての墓の無い家の報告がなされている。そして，森
岡は墓の存否は墓を造る文化型の存否と決定的にかかわ
っていると結論づけている。ただし，森岡の報告は真宗
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信仰をその背景にして導きだしたものであるが，浄土宗
地帯においても報告があり，その文化型の追及が必要で
あろう。なお，こうした地域においても近代以降個人墓
なり同族の共同墓とか，寺院の個別の家ごとの納骨がな
されていく。
　墓石を建立し，そこに戒名，俗名，生年月日，さらに
は生前の功績などを刻み，その墓前で子孫などにとって
毎年祭祀が営まれることは，死者個人をその埋葬地にお
いて記念し，記憶に留めておこうとする子孫達の念慮に
よるものであり，かつ，その帰結ともいえる。また，個
別の家毎，あるいは同族毎などの墓地が確立してくるこ
とは家の境界が墓のレベルにおいても可視化されていっ
たといえよう。また，死者・遺体観念も墓にその霊が留
まり，死者霊，先祖霊の依代として墓をみなすようにな
っていくといえる。
　ところが，森謙二の報告にもある一村一墓の存在はそ
うした予測を覆すものである。それは家・同族規制，に
たいして村共同規制，さらに，宗教的規制がそれを凌駕
していることを窺わせる。真宗両本願寺，その末寺に見
られる「寺総墓」としての納骨堂に遺骨の一部などを納
め，死骸を葬った埋葬地は祭祀の対象とならない地域な
どにおいては墓を家の可視的象徴と看なす観念が希薄と
いえる。こうした宗教教団の側で祭祀を営もうとするも
のは新宗教においても看られる。これらは家・同族の境
界性を内包して，死者，先祖祭祀を営もうとすることより
も，その宗教的文化規制のほうが凌駕しているといえよ
う。
　事例として報告する新潟県糸魚川市押上地区の一村一
納骨碑の建立は，墓を一つの可視的物件として家同族の
社会的境界を具現化する契機が弱い社会的，文化的基盤
く，そのためにそうしたことが可能であったと考えられ
る。
　2．押上地域の社会構造
　押上区は地形的には日本海に面した村で，夏は海水浴
で賑わう。また，今日は糸魚川市の市街化地域に連なっ
ている。地域内には県，市などの施設も建てられ，それ
以外に中規模の工場などもある。また，アパート，新興
住宅なども建ちならび，田園地帯と混在している状況で
ある。しかし，昭和30年代までは農村地帯であった。こ
の村（押上村）に残されている最も古い文書は天和3年
のお水帳である。さらに天保3年の「越後国頸城郡押上
村御水帳」によると上田2反16歩，中田3町8畝1歩，
下田6町9反4畝17歩，下々田6町8反7畝11歩となっ
ている。さらに畑1町4反2歩，塩浜7町5反19歩が記
載されている。この記録から窺えるように近世の押上村
は耕地の質は悪く，主として製塩業に頼っていたと考え
られる。
　人口，戸数の推移をみると昭和30年代まではおおよそ
110戸台に保たれており。安政5年には男子270人，女子
366人，計536人であり，大正5年には103戸，昭和元年
には113戸，昭和23年には113戸である。ところが昭和42
年には133世帯，昭和52年には213世帯，昭和60年には
313世帯と急激に増加していく。それは市街化地域に組
み込まれた帰結である。
　しかし，昭和30年代まで戸数の増減はあまり看られな
いが，ひとたび内部変動を見ると後述するように浮沈の
激しい村である。慶応2年に82戸が村の記録によると記
載されているが，今日まで家として継承されているのは
64家に過ぎない。現在不詳の家名が7家，絶家7である。
　産業構造の側面では前述したように農業基盤が弱く，
製塩に比重があった。たとえば安政6年には糸魚川地域
で6，110俵生産されているなかで押上村は3，000俵を占め
ている。それは明治38年に塩の専売制が敷かれるまで続
く。ところが明治45年には製塩をする者が無くなったと
伝えられているように急激におちこんでいった。それに
替わって水田稲作への道が模索される。明治40年代には
いり糸魚川地域では地主層の企画により300数町歩の田
畑の内約半数の面積が耕地整理された。押上地域は海川
の下流の湿地帯であった。そこで湿田の乾田化と，一筆
面積の拡大，水利整備のために耕地整理が行われた。その
結果耕地面積は28町6反歩から24町5反歩に増加した。
　この押上地区での耕地整理を推進した指導者は，当時
この地区で一番の地主であったN・Mである。N家は伝
承によると近世中期に信州より移住し，1徐々に耕地を増
やしていき，近世末には当地区での最大の地主となっ
た。明治初期には酒造業も営んでいた。しかし，近世に
おいては庄屋筋ではない。明治期に入るとN・Mは柳形
村長，糸魚川町長，県会議員を歴任しているように糸魚
川地方での有力者となっており。押上地区では「殿様」
のようであったと伝えられているように，絶対的支配力
を持っており。事実大正13年に造られた区公会堂には上
座に彼が座る「入らずの間」が設えられ，今日まで残さ
れていることからも窺えよう。
　こうした権勢を持っていたN・Mも耕地整理への投
資，製塩に替わって生活の糧として漁業への志向を持つ
者の出現などによって，その力は弱まっていく。N・M
の長男の回想禄によると，耕地整理後小作米は80俵減少
したとのべている。所有地を他村地主に手離したと考え
られる。昭和初期には1町歩程度の地主に没落してい
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る。押上地区の昭和4年の自小作別耕地面積は，自作地
7町6反7畝23歩，小作地27町9反9畝10歩となってい
るように，小作の村であり，しかも他村地主に耕地は渡
っている。一方，漁業への道も漁業権を伝統的に保持し
ていなかったがゆえに，大正から昭和にかけて2度もそ
の権利獲得をめぐって起こすなど，かならずしも順調な
歩みではなかった。
　村落支配は西i頸郡一帯にみられた重立制を昭和22年ま
でとっており。それは一定以上の土地所有者などが，む
らの重要事項を決定する特権を持つ制度である。明治期
には前述のN・Mとその2分家，その姻戚の家，近世に
庄屋をしていた2家などがみられる。経済力と家柄によ
って選ぼれていたようである。ところが大正期に入る
と，N・Mの没落過程のなかで村外地主の間接支配とし
ての重立，明治初期に近接の村から移宙し，酒造業を始
め，経済力をましたT家の伸張，漁業権紛争の時の指導
者の発言力の増大などが絡み，N・Mの一元的支配は弱
まっていく。昭和初期には村内の主導権をめぐって激し
い村内抗争が起きるなど，家関係の不安定，家の浮沈が
激しさを増していった。
　同族（イッケ，あるいは屋内と呼称）も本家が経済的
に抜きんでて，分家群を統合支配することも無い，N・
Mの家においても分家は3家に過ぎない。比較的大きな
同族でも家ており，その内本家は明治末期に絶家してお
り，第一分家も昭和初期に絶家といった状態である。分
家も多くは明治年代までか，あるいは敗戦後の農地開放
によって所有土地を持ち，その分与によってである。同
族関係自体も本家が祝儀，不祝儀の時相応の援助，祝を
行いうることが本家としての資格であるとみなさ航てい
るように，出自の相互認知による恒久的関係として安定
的ではないo
　以上近現代における押上地区の社会構造の特質を整理
すれば以下のように云える。明治以降国家の支配構造に
組み込まれ，特に明治38年に敷かれた塩の専売制によっ
て押上地区の経済，社会構造は大きな変動を余儀無くさ
れていった。従来の支配構造に歪が入り，村内紛争が生
じていった。また，転出，絶家もかなりみられるなど家
自体が不安定ており，ひいては家連合の結合も希薄にな
っている。
　3．押上地区の宗教世界
　糸魚川市で全国的に有名なのは「けんか祭」と称され
る4月10，11日に行われる一ノ宮天津神社（旧古義真言
宗高峯山王院神宮寺別当）の祭礼である。この祭礼を担
うのが押上地区と近接する寺町地区である。村人も押上
がひとつにまとまっているのはこの祭によってであると
云わしめているほどに，この祭に動員され，熱狂する。
　一．一方，押上地区は浄土真宗地帯でもある。押上地区で
の伝承として押上村に逃れてきた落人と村の娘との間に
生まれた子供が慶長4年に正覚坊を開基したとある。現
在寺町にある真宗大谷派正覚寺である。寛永年間に押上
より移転した。そこで当寺の檀家は現在97家ある。ま
た，区公会堂2階は御道場と呼ぼれ，本尊「阿弥陛如来
絵像」，伊勢神宮の祭神が祭祀されている。戦前までは
「おたき番」といって宗派，旦那寺に係りなく，区の全
戸が順番に，毎朝道場にお供えに行っていた。今日はそ
れは廃れたが，「御講讃」（報恩講）が3，5，11月に営
まれている。そこで村のフォーマルな宗教は一ノ宮神社
への信仰と村としての真宗信仰といえる。
　しかし，明治以前からの定住家においても，明治維新
期に糸魚川地域の有力者が神道に転宗し，神葬祭にかわ
った。押上においてもN・M家とその同族が転宗し，今
日まで続いている。また，押上地区への移住者は正覚寺
への転宗，旦那寺を変えることはしていない。そこで共
同納骨碑である「百霊廟」で10年毎に営まれる10年祭に
は，今日真宗10ケ寺，真言宗，曹洞宗，神道などの15人
の導師で学なまれている。
　御道場以外に村内に村として祭祀されているものとし
て「五倫塔」がある。これは五倫塔であり，社殿などは
なく，近年は漁業の神として区で祭礼が営まれている。
　以上押上地区は真宗の勢力が最も強く，公的地位を占
めているが，「門徒ものしらず」といはれるような他信
仰，民間信仰を排除しているものではない。
　4・　百霊廟建立
　大正5年に押上区全戸の共同納骨碑として「百霊廟」
は建立された。それまでの墓地は村と日本海の間の防風
林の松林のなかに，2ケ所ぐらいにかたまってあった。
免租地として3反6畝14歩が載せられている。大正5年
に全ての墓碑が掘り起こされ，石碑は「百霊廟」に使用
されたので，当時の具体的様子が不明である。言い伝え
によると墓碑は墓地のなかに点在しており，多くは屋内
ごとにかたまっていたようである。石碑で角塔形式のは
少なかったようであるが，数家は立てられていた。両墓
地帯に見られるような埋墓ではなく，祥月命日，盆など
は墓参りがなされていた。ただ真宗地帯でもあり，民俗
信仰の根強いところに較べると弱い。
　「百霊廟」建立を主導したのは前述のN・Mである。
今日N・M家は絶家しているので，かれの思想など不明
であるが，村に残された記録などから類推しうる。耕地
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整理が行われた明治40年代に彼の構想が打ち出され，村
人への説得がはじめられている。村で「殿様」とまで呼
ばれていたが，10年近く要した。相当強引に説き伏せた
が，陰では「墓をいじると若死する」と云われたり，石
塔のある家からは強い反対にあったようである。その時
の説得の理由は，無縁墓の増大，貧困家庭で年忌法要も
営めないような家の存在にたいして，村の先祖の力のお
陰で今の村の生活があるのだから，村としてそれらの先
祖を守り，法要を営むことが義務であるというものであ
る。それ以外に村の精神をひとつにする。また，耕地整
理後少しでも耕地を広げるなどがあった。N・Mが提唱
し，今日まで受け継がれているもう一つとして「弔慰金
制度」がある。それは7才以上で亡くなった村人にたい
し，全家から5銭徴収し（現在は100円），喪主の家に供
養料として渡す制度である。貧困家庭にたいする相互給
付も目的としたものである。明治末期から大正初期にか
けて急激な生活状況の変動のなかで下降移動，村統合へ
の危ぐが，押上地区の指導者と自他ともに認めるN・M
をして村の改革に駆り立てたといえる。
　「百霊廟」は大正5年のほぼ1年間かけ，村の扶役と
して行われた。既存の個々の家の墓を全て掘り起こし，
遺骨を一ケ所に集めた。神葬祭のN・M一族のものは一
度火葬にして焼骨にした。角石の石塔などは納骨穴の囲
い石として使用した。その場合，だれの石塔であったか
が判らないように，裏向きにするなど周到な注意が払わ
れた。碑銘は元は「万霊塔」であったが，N・Mの跡継
ぎが昭和4年に村で彼の一周忌を「百霊廟」で行ったと
き変更した。それは，万霊塔が仏教的であること，当時
村の戸数が103戸あったことから「百霊廟」とした。こ
の碑には以下のような銅板がはめこまれている。
　　百霊廟は押上イズムの具象化，N・M翁十年の主唱
　が百三戸の全区民を動かし，力行月余，大正5年12月
　25日完成したるものなり，改葬遺骸凡そ3千人，左の
　通り執行すべきものとす
　　毎孟蘭盆　　廟前会
　　毎十年同　　十年会
　　　昭和4年8月16日N・M翁追悼会に際し記して後
　　に伝う
　ここに窺えるようにそれまでの村の墓地に埋葬されて
いた遺骨を全て遺骨碑に合葬し，どこの家のだれそれの
遺骨であるという区別は完全に払拭されたものである。
建立された以降の納骨も火葬にした遺骨を白い布などに
包み，納骨口より投げ込む形である。そして，最下部は
土ており，いずれ全て土に帰るのが望ましいとされてい
る。被祭祀者がだれであり，また，何時亡くなったかな
どは大正14年より『納骨台帳』に記載されており，それ
によってだれが埋葬されているか確認できるのみであ
る。今日までこの様子で行われている。
　5．　あとがき
　従来先祖祭祀を先祖の仏壇，墓といった祭祀様式から
捉える場合v家・同族／仏壇・墓／先祖の観念という枠
組みで把握しようとされてきた。しかし，押上の事例は
この枠組みを自ら打ち壊し，村が祭祀主体になり，村先
祖という観念を生み出している。N・Mという圧倒的支
配力を持つ村も指導者の存在もあるであろうが，それを
受け入れる村人側の要因があったことも否めないであろ
う。それは当時の急激な生活状況の変動，それを支える
家，家連合の脆弱さがひとつには挙げられる。さらに，
真宗地帯でもあり墓参りは祥月命日とか盆程度であり，
墓に対する執着度が相対的に低かったことも挙げられよ
う。さらに，奈良県下などでみられる村総墓制として村
がひとつの祭祀主体であること，また，戦没者にたいし
て村として祭祀することなどを考えると，墓の村共同規
制は村が祭祀主体としての地位を保持しているが故に成
り立つものであるということができる。即ち，先祖祭祀
は家・同族で完結しているものではなく，重層的構造の
なかに位置付けられるといえよう。
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